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なかどまり　町民文化祭 10月23、24日 開催 小泊会場
■小泊会場 10月23、24日、日本海漁火センター
　小泊発明クラブの子どもチャレンジコーナーでは、風
船ロケットを作り、ステージ上の的をめがけて飛ばしま
した。見事大当たりの的に当てた子どもには、賞品をプ
レゼントしていました。
　ステージでは、こども園こどまりの遊戯、婦人会や芸
能団体による発表、また、文化作品などの展示が行われ
ました。
　一方、屋外では恒例のマグロ解体即売会、早食い大会、
ビンゴ大会、カップラーメンすくいでにぎわいました。

こども園こどまり発表

早食い大会海の子クラブの太刀振り

狙え 大当り‼芸能発表

抽選会で大当りビンゴ大会



なかどまり　町民文化祭10月30日～11月1日 中里会場
■中里会場 10月30～11月１日、体育センターなど
　初日の中里中吹奏楽部の演奏会と中里地域小学校の学
習発表会を皮切りに２日目は、芸能発表や展示会、振る
舞いが行われ、来場者はそれぞれ目当ての会場を訪れま
した。
　体育センターでは中里地域のこども園の発表があり、
客席には家族たちがかけつけ、子どもたちの一生懸命な
姿を見守っていました。
　その後、中泊町合併10周年を記念して10ｍの太巻き
作りが行われ、来場者約50人が心をひとつにして挑戦
していました。
　また、明の星短期大学の学生らが「明の星ってどんな
とこ？」と題したコーナーを設け、来場者に同短期大学
の魅力や特色を説明していました。作品展示コーナーで
は、日頃の成果を披露する公民館教室の作品展示、保育
所・幼稚園・小中学校の作品、一般募集作品、特産品展
示が行われ、家族や友人たちの展示物を探すなど町民文
化祭を楽しみました。

中里中学校吹奏楽部演奏会

中里地域小学校学習発表会

中里地域こども園発表

明の星ってこんなとこ 日頃の練習の成果を披露

バルーンアートのお手伝い

マイケル先生も三味線を披露
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ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
町
民

の
環
境
保
護
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11
月
21
日
㈯
、
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
パ
ル
ナ
ス
で
開
催
さ
れ
、
約
５

０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
薄
市
小
学
校
４
年
生
に
よ
る
「
コ

コ　

エ
コ　

ニ
コ
ニ
コ　

ウ
ス
イ
チ
」
と
武
田

小
学
校
４
年
生
に
よ
る
「
も
っ
た
い
な
い
よ
」

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
は
町
内
尾

別
地
区
に
あ
る
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
と
つ

が
る
市
稲
垣
町
に
あ
る
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
見
学
や
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
お
金
も
計

算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
買
い
物
ゲ
ー
ム
」

を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

が
個
性
豊
か
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
コ
コ　

エ
コ　

ニ
コ
ニ
コ　

ウ
ス
イ
チ
」

で
は
、
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
伝
え
る
劇
に

始
ま
り
、
青
森
県
の
現
状
や
他
国
で
実
際
に
行

わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
て
発
表
し
ま
し
た
。「
も
っ
た
い
な
い
よ
」

で
は
、
自
分
た
ち
で
調
べ
た
も
の
を
笑
い
を
交

え
な
が
ら
発
表
。
小
学
生
雑
紙
回
収
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
県
か
ら
表
彰
さ
れ
た
取
り
組
み
や
、
歌
や

ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
手
拍
子
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
弘
前
市
出

身
の
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
伊
奈
か
っ
ぺ
い

さ
ん
が
「
も
っ
た
い
な
い
言
葉

－

言
葉
の
リ
サ

イ
ク
ル

－

」
と
題
し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
は

も
っ
た
い
な
い
言
葉
を
今
一
度
使
う
こ
と
の
大

切
さ
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
話
し
ま
し
た
。
会

場
は
、
終
始
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
来
場
者
は
満

足
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

※�

こ
の
事
業
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者

協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
考
え
て
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

ココ　エコ　ニコニコ　ウスイチ

もったいないよ

笑の絶えない会場 講演する伊奈かっぺいさん
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　町農産物加工販売所「ピュア」で、11月８
日㈰秋の味覚市が開催されました。あいにくの
雨となりましたが、約1000人が来場しました。
オープニングでは町イメージキャラクターの米
ケル、イカりん、米ケルJr.が応援に駆け付け
ました。
　続いて小野町長が「みなさん来場ありがとう
ございます。今日は３種類のふるまいやゲーム
などたくさんのイベントがあります。最後まで

楽しんで欲しい」とあいさつしました。
　会場では、小泊漁業協同組合婦人部の海鮮お
好み焼き、町内で収穫した新米と美味しいおか
ず、秋の味覚鍋がそれぞれ200人に振る舞われ
ました。
　また、会場ではジャガイモ拾い競争が行われ、
参加した子供たちは１つでも多く集めようと、
みんな一生懸命にジャガイモを拾っていました。

■
中
里
こ
ど
も
園

　

中
里
こ
ど
も
園
で
11
月
13
日
㈮
、
第
１
回

中
里
こ
ど
も
園
も
ち
つ
き
大
会
が
開
催
さ
れ
、

園
児
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
年

長
組
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
合
わ
せ
て
25
人
が
も
ち

つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
子
ど
も
用
の
小
さ
い
杵
で
も
ち

つ
き
を
体
験
、「
よ
い
し
ょ
ー
」
と
掛
け
声

を
か
け
な
が
ら
真
剣
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。�

つ
い
た
お
も
ち
は
、
き
な
こ
味
に
し
て
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勤
労
感
謝
の
日
に
あ
わ
せ
、
役
場

を
訪
問
し
、
歌
、
演
奏
、
手
作
り
カ
レ
ン
ダ

ー
、
お
も
ち
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。「
お

仕
事
ご
苦
労
様
で
す
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
職
員
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。
秋
元
副
町
長
が
「
み
な
さ

ん
か
ら
元
気
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い

ま
し
た
。
風
邪
を
ひ
か
ず
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

■
富
野
こ
ど
も
園
・
薄
市
こ
ど
も
園

　

富
野
こ
ど
も
園
と
薄
市
こ
ど
も
園
の
年
長

組
28
人
が
11
月
18
日
㈬
に
役
場
を
訪
問
し
、

歌
や
ダ
ン
ス
、
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
か
た
ど
っ
た
手
作
り
人
形
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　
「
お
仕
事
ご
苦
労
様
で
す
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
話
す
と
、

副
町
長
か
ら
「
か
わ
い
い
人
形
を
ど
う
も
あ

り
が
と
う
。
来
年
み
な
さ
ん
は
小
学
生
で
す

ね
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言

葉
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

秋の味覚にお腹いっぱい ピュアで秋の味覚市

ジャガイモ拾い競争

歌とダンスをプレゼント

よいしょ

振る舞いはどれも大好評

お
仕
事
ご
苦
労
様
で
す
‼
こ
ど
も
園
児
ら
が
訪
問
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まちの話題 Topics

第56回全国スポーツ推進委員研究協議会愛媛大会が11月12日㈭、
13日㈮に愛媛県松山市で開催されました。この大会の中で全

国スポーツ推進委員連合会から、当町スポーツ推進委員会とスポー
ツ推進委員である宮越優子さん（尾別）に感謝状が贈られました。中
泊町スポーツ推進委員会は、町のスポーツイベント運営に積極的に
参加し、町民に対してスポーツへの理解を深めてもらう活動や、ジ
ュニアクラブなど人材育成への取り組みなどが評価されました。ま
た宮越さんは、30年間スポーツ推進委員として町民の体力増進や
健康維持などに取り組んだことが評価されての表彰となりました。宮越さんは「これまでの活動が評価されて嬉
しい。これを励みにこれからも続けていきたい」と話していました。

津軽北部二期農業水利事業と十三湖農地防災事業建設
所の開所式が11月10日㈫、町総合文化センターパル

ナスで行われました。この建設所は、芦野頭首工の改築と
制水門、揚排水機場や幹線用排水路などの改修を行うこと
で、災害の未然防止、農業生産性の維持・向上と農業経営
の安定を目的として設置されました。
　始めに、津軽中里駅そばの建設所前で看板掲示式が行わ
れました。その後、パルナスに移り、開所式と祝賀会が行われ、関係者ら約120人が出席しました。

青森県遊技業協同組合西北五支部（支部長・林成鎬）が11月11日㈬役
場を訪れ、「社会福祉に役立てて欲しい」と車いす１台の目録を小

野町長へ手渡しました。
　これを受けて小野町長が「大変ありがたいこと、町の福祉施設で活用
していきたい」と伝えました。寄贈された車いすは、リクライニング式
で利用者の負担軽減を考えられて作られた特注品であるそうです。

中泊町の道徳教育が11月５日㈭、中里小・中学校及び
町総合文化センターパルナスにおいて公開されまし

た。この取り組みは、今年度、文部科学省から町が委託さ
れた「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の一
環として行われたものです。小中学校の授業公開には、西
北管内の小・中学校教員を始め、保護者・地域住民の方が
多数参加しました。
　また、全体会においては、授業に関する分科会の様子や

保護者からの意見など町の道徳教育の在り方について話し合われました。そして、最後に宇都宮大学教育学部の
和井内良樹准教授の記念講演が行われました。

長年の活動が評価される
スポーツ推進委員研究協議会で感謝状

開所式に関係者ら集まる
建設所開所式

社会福祉にお役立てを
青森県遊技業協同組合西北五支部が車いす寄贈

道徳教育の充実を目指して
中里小・中学校で公開授業
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まちの話題Topics

町子ども会育成連合会が、11月８日㈰日本海漁火センタ
ーで恒例のハロウィンパーティーを行いました。

　今年は、同連合会の会員36人が参加して、お菓子づくり、
ハロウィンの壁掛けづくり、ハロウィンゲーム、仮装コンテ
ストを行いました。仮装コンテストでは、各人の気合いの入
った仮装に審査も難航していました。
　参加した子どもたちは「仮装をするのが楽しかった。お菓
子作りやゲームも面白かったので来年もまたやりたい」と笑顔で話していました。

アピオあおもりで11月８日㈰に行われた秋まつりのオー
プニングにべえ子ちゃん（会長・鈴木喜代）の会員ら19

人が参加し会場を盛り上げました。スコップ三味線と「長生
きサンバ」を披露すると、客席からは手拍子が起こり会場は
盛り上がりました。
　参加した会員の岩田光子さん（向町下）は「にぎわってくれ
て嬉しかった。これからも、年を忘れて頑張ります」と楽し
そうに話していました。

薄市こども園で11月17日㈫、異文化交流が行われ、つが
る福音キリスト教会金木チャペルのマイカ先生とイギ

リス人のジョニーさんが遊びに来ました。
　始めに、マイカ先生が英語で言った数字や色と同じものが
書かれた紙皿を探すゲームを行いました。次にジョニーさん
が特技のジャグリングとけん玉を披露。次々と繰り出される

技に園児たちからは拍手とおーっと言う歓声が出ていました。その後、みんなでけん玉をして遊びました。園児
たちは「けん玉は難しいけど練習して、ジョニーさんのようになりたい」と笑顔で話していました。

小泊ナイター野球が閉幕し、11月20日㈮に閉会式が行われ、参加し
た３チ－ムが集まりました。６月８日から10月19日まで争った今

シーズンの成績発表ではイカーズが優勝しました。続いて個人タイトル
の発表では、最優秀選手賞をはじめ、打者部門、投手部門の成績優秀者
が発表され、選手たちは拍手で祝福されていました。
各賞受賞者の紹介 〈（ ）内はチーム名…（無）無限会、（メ）メッツ、（イ）イカーズ〉
■最優秀選手賞…角田淳（イ）／■優秀選手賞…荒関幹富（イ）、佐々木健一（無）、
大西史晃（メ）／■首位打者…長谷川大輔／■打点王…武田響（メ）／■ホーム
ラン王…武田響、佐々木健一／■最多勝利投手賞・奪三振１位…佐藤大地（イ）
／■防御率１位…小野真樹志（メ）／■特別賞…大西一正（メ）、工藤篤（メ）

色々な仮装で楽しむ
子ども会育成連合会がハロウィンパーティー

会場を盛り上げる
アピオあおもり秋まつりにべえ子ちゃん参加

色んな技に釘付け
薄市こども園で異文化交流

今シーズンはイカーズが優勝
小泊ナイター野球閉会式
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中泊町役場　☎57－2111
小　泊　支　所　☎64－2111

問合せ先問
電話番号☎

内線番号内
ホームページHP町からのお知らせ

　日本年金機構弘前年金事務所の職員が、
当町において国民年金納付相談会を実施し
ます。
■日時
　　平成27年12月15日㈫ 10時～15時
■場所
　　町総合文化センターパルナス
　　 ２Ｆ　研修室
■相談内容
　　国民年金納付相談
■相談受付
　　事前相談予約可能
　　（予約なしでも受付します）
■予約受付先
　　弘前年金事務所　お客様相談室
　　　電話 0172－27－1309
※ 代理の人が相談される場合は、「委任状
（任意のもので構いません）」「身分証明
（運転免許証、保険証など）」「印鑑」が
必要となります。

　町長と関係者が出席し、皆さまからご意
見やご要望などの声を聴きます。
　あなたの声を、ぜひ町に届けてください。

※ 当日は、各課が事業の説明などを行ったあ
と、皆さまと意見交換する予定です。

　世帯主が郵便局の転居・転送サービスをご利用して
いる場合、配達時に不在で郵便局の保管期間を経過し
た場合は、町に通知カードが返戻されてきます。
　返戻された通知カードは、町民課または小泊支所で
本人または代理人が受け取ることができますので、受
け取りに来庁する場合は受取窓口にお問い合わせくだ
さい。

１．受取窓口
　　　町民課戸籍住民係、小泊支所
２．受付時間
　　　平日　午前８時30分から午後５時まで
　　　（土日祝日及び年末年始を除く）
３．受け取りに必要な書類
　● 本人又は本人と同一世帯員が来庁して受け取る場合
　　本人又は本人と同一世帯員の本人確認書類（※1）
　　 （同一住所でも住民票上別世帯は「代理人」の受

け取りになります。）
　●代理人が来庁して受け取る場合
　・ 通知カードの受け取りを依頼した人の本人確認書

類（※1）
　・代理人の本人確認書類（※1）
　・ 代理人の代理権を証明する書類（委任状、成年後

見人の人は登記事項証明書等）

　※１　本人確認書類（原本が必要です）
　A  次のうち1点（官公署が発行した顔写真付のもの）
　　  住民基本台帳カード（顔写真付き）、旅券、運転

免許証、運転経歴証明書（交付年月日が平成24年
４月１日以降のものに限る。）、身体障害者手帳、
在留カード、特別永住者証明書など

　B Aがない場合には、次のうち２点以上
　　 健康保険の被保険者証、医療受給者証、介護保険

の被保険者証、各種年金証書、児童扶養手当証書、
特別児童扶養手当証書、生活保護受給者証、住民
名義の預金通帳、民間企業の社員証、学生証など

（氏名と生年月日または住所が記載されているも
のに限ります。）

　 上記に示した書類以外については、個別にお問合せ
ください。

月 日 場　　所 時　間

12月14日
㈪

武田公民館 ₀⓽：叅₀～㆒㆒：叅₀

内潟公民館 ㆒叅：叅₀～㆒⓹：叅₀

12月15日
㈫

日本海漁火センター ₀⓽：叅₀～㆒㆒：叅₀

すくすくしたまえ館 ㆒叅：叅₀～㆒⓹：叅₀

12月16日
㈬ 中央公民館 ⓽：叅₀～㆒㆒：叅₀

国民年金納付相談会
の開催について

町に返戻された通知カード
の受け取りについて

町にあなたの声を届けよう

「地区懇談会」開催

問  役場町民課老保年金係 内  134問  役場民課戸籍住民係 内  135
問  小泊支所

問  役場総務課広報係 内  162
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◇
日
時
…
１
月
４
日
㈪
午
後
２
時

◇
場
所
…
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
パ
ル
ナ
ス
」
ホ
ー
ル

◇
会
費
…
３
、５
０
０
円

◇�

申
込
…
12
月
2㆕
日
㈭
ま
で
に
次

の
場
所
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

会
費
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　

役
場
総
務
課

　
　
　

電
話 

（
5柒
）２
１
１
１

　
　

小
泊
支
所

　
　
　

電
話 

（
⓺㆕
）２
１
１
１

　
　

パ
ル
ナ
ス

　
　
　

電
話 

（
⓺⓽
）１
１
１
１

＊�

小
泊
地
域
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
２
月
末
完
成
の
中
泊

町
営
住
宅
「
も
み
じ
団
地
」
４
棟

８
戸
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
希
望
の
人
は
平
成
28
年
１
月

15
日
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■�

募
集
期
間
…
平
成
2柒
年
12
月
１

日
～
平
成
28
年
１
月
15
日

■�

入
居
日
予
定
…
平
成
28
年
４
月

１
日

※�

詳
細
は
、
問
合
せ
先
ま
で

　

中
央
公
民
館
で
は
、恒
例
の「
門

松
づ
く
り
教
室
」
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
受
講
希
望
の
人
は

電
話
な
ど
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

︽
門
松
づ
く
り
教
室
︾

■�

日
時
…
12
月
25
日
㈮
午
前
９
時

～
午
前
11
時
頃
ま
で

■
場
所
…
中
泊
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

■
対
象
者
…
中
泊
町
民

■
募
集
人
数
…
㆕0
人

■�

受
講
料
…
材
料
代
と
し
て
１
組

（
２
個
）２
、０
０
０
円

■
持
参
物
…
剪
定
ば
さ
み
な
ど

■�

受
付
期
間
…
12
月
1㆕
日
㈮
～
21

日
㈪
ま
で

※�

た
だ
し
募
集
人
数
に
達
し
た
時

点
で
申
込
み
〆
切
り
と
な
り
ま

す
。
希
望
者
は
早
め
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
平
成
28
年
１
月
１
日
㈮

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
　
　
　

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

■
集
合
場
所
…
体
育
セ
ン
タ
ー
前

　

皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　年末年始の日程は次のとおりです。
○ごみ収集の休み
【中里地域】平成27年12月31日㈭～平成28年１月３日㈰
【小泊地域】平成27年12月31日㈭～平成28年１月３日㈰
○一般廃棄物最終処分場の休み
【中里】平成27年12月28日㈪～平成28年１月５日㈫
【小泊】平成27年12月30日㈬～平成28年１月３日㈰
○西部クリーンセンター（稲垣）の休み
　平成27年12月31日㈭～平成28年１月３日㈰
《 中里地域の皆様へ》平成27年12月14日㈪～平成28年３月
31日㈭まで、冬期のごみ収集期間となります。このため、
雪などでごみ収集車が入れない地域の人は、ご面倒でも昨年
同様に本道路までごみを出してくださるようご協力お願いし
ます。

〈ごみの出し方についてのお願い〉
○�最近、資源ごみを決められた収集日以外の日に、出している
人がいます、指定された収集日・場所・時間を守ってください。
○�可燃・不燃ごみはきちんと分別し、資源ごみも水洗いし、乾
燥させて分別して出してください。
○生ごみは、きちんと水切りしてください。
○ごみ袋には、町内名及び氏名を記入してください。
○�スプレー缶などは、必ずガス抜きをして、燃えないごみに出
してください。

　町で使用する封筒への広告を募集
します。３枠の掲載が可能です。
■作成する封筒
　　定型角２
　　縦332mm╳横240mm
■広告のサイズ・位置・色
　　�縦70mm×横200mmで裏面に
３枠、１色刷（黒）

■作成枚数
　　15,000枚
■提出期限
　　12月25日㈮
■�申し込み
　�　申込書と広告案を総務課広報係
へ提出してください。申込書は、
ホームページからダウンロードも
できます。

※�封筒が作成され次第、町郵便物の
郵送などに使用します。広告料な
ど、くわしくはお問合せ先へお願
いします。

問  役場環境整備課衛生係 内  235

「
新
年
を
祝
う
集
い
」参
加
者
募
集

役
場
総
務
課
行
政
係

問

１
１
８

内

門
松
を
飾
っ
て
新
春
を
迎
え
よ
う

☎（
⓹柒
）２
３
４
１

中
央
公
民
館

問新
春
を
駆
け
抜
け
よ
う

元
旦
マ
ラ
ソ
ン

（
6⓽
）１
１
１
２

☎
教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
係

問

「
も
み
じ
団
地
」入
居
者
募
集

役
場
環
境
整
備
課
庶
務
係

問

２
３
６

内

冬期・年末年始のごみ収集
についてのお知らせ

役場封筒への
広告募集中です

問  役場総務課広報係 内  162



HOT INFORMATION　　町からのお知らせ

広報なかどまり 10

N
AKAD

O
M
ARI PU

BLIC RELATIO
N
S　
D
EC 2015.

①提　出　先…〒037-0392　青森県北津軽郡中泊町大字中里字亀山434番地１

　　　　　　　　中泊町役場 財政課管財係　☎ 57－2111（内線224） ☎���� 57－3849

　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.nakadomari.lg.jp/

②受　付　期　間…平成28年１月４日～平成28年１月31日まで （土、日、祝日を除く）

　　　　　　　（郵送・宅配便での提出の方は、最終日発送分まで有効）

③有　効　期　間…平成28年４月１日～平成29年３月31日までの１年間

④申請書様式…[建設工事] [測量・建設コンサルタント]－国交省様式

　　　　　　　 [物品製造等（役務含む）]－町指定様式（ホームページからダウンロードできます）

⑤提　出　方　法…持参又は郵送でも受付しますが次のことに注意して下さい。

　　⑴ Ａ４判フラットファイルに綴じて提出のこと。（色指定なし。止め部分金属不可）

　　⑵ 表紙及び背表紙に会社名を記載すること。　※必須

　　⑶ 添付書類のうち証明書関係は写しでも可能です。

　　⑷ 受領書が必要な場合は、返信用封筒（切手貼付、宛名明記）を同封して下さい。

⑥そ　の　他…宛名は中泊町長としてください。

※今回の受付は、平成27年度に入札参加資格審査申請書申請書を提出していない業者を対象としています。

　

給
与
所
得
者（
従
業
員
）の
個
人

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

の
規
定
に
よ
り
、給
与
支
払
者（
事

業
主
）が
給
与
か
ら
特
別
徴
収（
天

引
き
）に
よ
り
納
入
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
西
北
地
域
２
市
５

町
と
西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
で

は
、
原
則
と
し
て
全
て
の
事
業
主

の
人
に
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ
り
、
毎

月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

を
天
引
き
し
、
納
入
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
個
人
住

民
税
の
特
別
徴
収
は
、
町
が
従
業

員
ご
と
の
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の

よ
う
な
税
額
計
算
や
年
末
調
整
の

手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
従
業
員
の
人
に
は
、
納

め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
が
年
12
回

の
た
め
普
通
徴
収
の
年
４
回
に
比

べ
て
１
回
当
た
り
の
納
付
額
が
少

な
く
な
る
と
い
っ
た
納
税
の
便
宜

を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、「
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
」

事
件
の
未
然
防
止
の
た
め
、
過
激

派
に
よ
る
違
法
事
案
の
検
挙
と
非

公
然
ア
ジ
ト
の
摘
発
に
向
け
た
捜

査
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

非
公
然
活
動
家
は
一
般
市
民
を

装
い
普
通
の
生
活
を
し
な
が
ら
、

偽
名
で
借
り
た
ア
パ
ー
ト
な
ど
を

ア
ジ
ト
に
し
て
、
爆
発
物
製
造
な

ど
の
違
法
行
為
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
非
公
然
活
動
家
や
そ
の
ア

ジ
ト
で
は
、

○�

昼
で
も
カ
ー
テ
ン
を
し
部
屋
の

中
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

○�

部
屋
に
出
入
り
す
る
際
、
周
囲

の
目
を
異
常
に
気
に
し
て
い
る

○�

単
身
の
は
ず
な
の
に
数
人
の
者

が
出
入
り
し
て
い
る

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

非
公
然
活
動
家
の
発
見
や
ア
ジ

ト
摘
発
の
た
め
に
「
変
だ
な
」
と

思
っ
た
ら
警
察
署
、
交
番
、
駐
在

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
緊

急
地
震
速
報
及
び
津
波
警
報
に
つ

い
て
は
、
携
帯
電
話
事
業
者
を
介

し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
緊
急
速
報
メ
ー

ル
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
、
新
た
に
気
象
や
噴
火
の

特
別
警
報
を
、
気
象
庁
が
自
ら
行

う
周
知
の
措
置
と
し
て
、
事
業
者

の
協
力
を
得
て
直
接
ユ
ー
ザ
ー
に

配
信
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

配
信
対
象
者
…
携
帯
電
話

（N
TT

ド
コ
モ
、K

D
D
I

（au

）、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）ユ
ー
ザ
ー

○ 

新
た
に
配
信
す
る
情
報（
気
象

庁
か
ら
直
接
配
信
）

・�

気
象
な
ど
に
関
す
る
特
別
警
報

（
大
雨
、暴
風
、波
浪
、高
潮
、大

雪
ま
た
は
暴
風
雪
の
特
別
警
報
）

・�

噴
火
に
関
す
る
特
別
警
報（
噴

火
警
報（
居
住
地
域
）が
該
当
）

番 

号 書　　　類　　　名 建設工事 測量・建設コン
サルタント等

物品製造等
（役務提供含む） 備　　考

国 交 省 様 式 町指定様式

① 一般競争（指名競争）参加資格審
査申請書 ○ ○ ○

※物品役務については営
業調書及び取引業種一覧
は必ず貼付すること。

② 営業所一覧表 ○ ○ －
③ 工事（業務）経歴書（２年分） ○ ○ ○ 物品等で内容が同様

であれば別様式可
④ 建設業許可証明書 ○ － － 写し可

⑤ 経営規模等評価結果通知書・総
合評定値通知書 ○ － － 写し可

⑥ 営業許可等証明書 － ○ ○ 写し可（業種により、営
業許可が必要な場合提出）

⑦
国税・県税・市町村税納税証明書

（未納がないことが分かるもの）
例えば国税は、未納のない証明（そ
の3の2）または（その3の3）

○ ○ ○
写し可（直前１年
間の確定年度（年）
分とします）

⑧ 委任状 ○ ○ ○ 権限を支店・営業
所へ委任する場合

⑨ 使用印鑑届 ○ ○ ○
⑩ 印鑑証明書 ○ ○ ○ 写し可
⑪ 財務諸表類 （決算書など） ○ ○ ○ 直前１年分

⑫
会社登記簿謄本または履歴事項全
部証明書 ○ ○ ○ 写し可

身分証明書 （個人の場合） ○ ○ ○ 写し可
⑬ ISO登録証の写し ※登録業者のみ ○ ○ ○

12
月
28
日
は

役
場
税
務
課
課
税
係

１
４
４
～
１
４
６　

問内

町 

県 

民 

税 

４
期

国
民
健
康
保
険
税 

６
期

 

の
納
期
限
で
す
。

 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※�

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人

の
引
き
落
と
し
日
は
❶❷
月
❷❺

日
㈮
で
す
。
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※�

町
税
の
納
付
は
便
利
で
安
全

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

平成28年度（中間年）一般競争（指名競争）入札参加平成28年度（中間年）一般競争（指名競争）入札参加
資格審査申請書の受付　　　　　　　　　資格審査申請書の受付　　　　　　　　　問  役場財政課管財係　内  224

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

全
て「
特
別
徴
収
」と
な
り
ま
す

１
４
４

内

役
場
税
務
課
課
税
係

問

過
激
派
に
よ
る
違
法
事
案
の
検
挙
と

非
公
然
ア
ジ
ト
の
摘
発
に
ご
協
力
を

（
叅⓹
）２
１
４
１

☎

五
所
川
原
警
察
署

問緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

青
森
地
方
気
象
台

問
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１
月
1⓼
日
は
﹁
１
１
８
番
の
日
﹂

○�

海
上
に
お
け
る
事
件
事
故
の
緊

急
通
報
用
電
話
番
号
は
局
番
な

し
の
「
１
１
８
番
」

○�

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
﹁
海
の
も
し

も
は
１
１
８
番
﹂

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
「
１
１

８
番
」
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、

ま
た
は
目
撃
し
た
。

・�

見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
な
船
を

発
見
し
た
。

・�

密
輸
、
密
航
事
犯
な
ど
の
情
報

を
得
た
。

・
油
の
排
出
な
ど
を
発
見
し
た
。

○�

い
た
ず
ら
電
話
な
ど
は
本
来
の

緊
急
通
報
対
応
の
妨
げ
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
や
め
く
だ
さ
い
。

︿
玉
掛
け
技
能
講
習
会
﹀

■
日
時
…
２
月
２
日
㈫
～
４
日
㈭

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
場
所

　

学
科
…
西
北
労
働
基
準
協
会

　

実
技
…
齋
勝
建
設
㈱
構
内

■
受
講
資
格
…
満
18
歳
以
上

■�

締
切
…
１
月
2柒
日
か
定
員
㆕0
人

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

︿ 

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

能
講
習
会
﹀

■
日
時
…
２
月
1柒
日
㈬
～
1⓽
日
㈮

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
場
所

　

学
科
…
西
北
労
働
基
準
協
会

　

実
技
…
齋
勝
建
設
㈱
構
内

■
受
講
資
格
…
満
18
歳
以
上

■�

締
切
…
２
月
10
日
か
定
員
㆕0
人

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す�

※�

く
わ
し
く
は
、
西
北
労
働
基
準

協
会
ま
で
。

〈ご協力お願いします〉
■ 除雪車が寄せた雪を道路に戻したり、宅地内の雪や屋根雪は

道路に出さないでください。
■ 除雪車は前後10ｍくらいは死角になります。ときには右側

走行する場合もありますのでご注意ください。
■歩道の雪は道路に出さず、車道の路肩に積み上げてください。
■路上駐車は作業の支障となりますのでやめましょう。
■ 路上にある車両の乗り上げ用鉄板などは、事故発生の原因と

なりますので撤去してください。
■融雪期の水害防止のため、水路には雪を捨てないでください。
■雪捨て場として次の場所をご利用ください。
　中里地域…運動公園第３駐車場（宮野沢地区）
　　　　　　岩木川河川敷（芦野地区）
　小泊地域…小泊海岸（小泊地区）、みなと団地わき（下前地区）
■除雪に関するお問合せ、苦情などは、次の連絡先まで。
〈平日昼間　午前８時15分～午後５時〉
　中里地域…環境整備課土木係　☎⓹柒－㆓㆒㆒㆒（内線㆓叅㆓・㆓叅叅・㆓叅⓹）
　小泊地域…小泊支所管理係　　☎⓺㆕－㆓㆒㆒1
〈平日夜間・休日〉
　中里地域…大沢内克雪センター　☎⓹柒－㆓㆒⓽柒
　小泊地域…小泊克雪センター　　☎⓺㆕－叅⓼⓺⓽
※�夜間や休日は不在がちなので、電話はなるべく平日昼間にお願
いします。

１．試験日…平成28年１月24日㈰
２．受付期間…平成28年１月８日㈮まで
３．職種、採用予定人数及び受験資格

４．採用試験案内
　�　ホームページから入手できます。また、つが
る西北五広域連合病院運営局人事課、かなぎ病
院、鰺ヶ沢病院、つがる市民診療所、鶴田診療
所でも配布しています（平日❽：❸⓪～❶❼：⓪⓪）。詳
細は、採用試験案内でご確認ください。
５．試験場所・内容
　①場所…つがる総合病院
　②内容…教養試験、作文試験、面接試験
６．採用日…平成28年４月１日以降
７．受験申込先
　�〒⓪❸❼－⓪⓪❼❹ 五所川原市字岩木町❶❷－３
　�つがる総合病院３階
　つがる西北五広域連合病院運営局人事課

地　　　区　　　名 業　者　名 連 絡 先

中 里地区（広域農道・大沢内・
宮野沢・派立通り） ㈱ 平 山 建 設 （58）3121

深郷田・八幡・大沢内地区 ㈲秋田土建工業 （57）2218

向町・派立・宮野沢地区 ㈲ 外 萬 建 設 （57）5371

五林・宮川地区 ㈱ 竹 内 組 （57）2705

富野・福浦・豊岡・田茂木・豊島地区 ㈲ 塚 本 建 設 （57）4591

芦野地区 ㈱ 三 上 建 設 （57）4040

長泥・竹田地区 ㈲ 丸 隆 建 設 （57）4290

若宮地区 ㈲ 鈴 木 興 業 （58）2810

尾別・上高根地区 ㈲　沖 工 業 （57）2562

今泉・薄市・下高根地区 ㈱成田林業土木 （58）2842

小泊地区・下前地区 ㈲ 笹 山 興 業 （64）2184

袰内地区 ㈱ 竹 内 組 （57）2705

職　　種 採用予
定人員 受　験　資　格

看護師（助産師含む）
５人

程度

昭和51年４月２日以降に生

まれた方で、左記職種の免

許を有する方または平成28

年６月30日までに免許を取

得する見込みのある方

認 定 看 護 師（救
急看護・緩和ケア・
糖尿病看護）

薬剤師 ４人

程度

昭和51年４月２日以降に生

まれた方で、左記職種の免

許を有する方または平成28

年６月30日までに免許を取

得する見込みのある方

除排雪業者を紹介します
問  役場環境整備課土木係 内  232・233

除
排
雪
事
業
地
区
一
覧

つがる西北五広域連合職員採用試験
問  つがる西北五広域連合病院運営局人事課 ☎  26－6363
HP http://www.tsgren.jp/

海
上
保
安
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

青
森
海
上
保
安
部
管
理
課

問
０
１
７（
７
３
４
）２
４
２
３

☎

西
北
労
働
基
準
協
会
講
習
の
ご
案
内

（
一
社
）西
北
労
働
基
準
協
会

問
（
叅⓹
）６
３
３
６

☎
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中
央
公
民
館
で
は
、
10
月
25
日

に
大
川
幸
勝
氏
を
講
師
に
わ
ら
細

工
講
座
、
亀
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
親
子
１
組
と
男

女
各
１
人
と
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

日
頃
わ
ら
細
工
を
や
っ
て
い
る
男

性
か
ら
は
「
亀
を
ど
う
や
っ
て
作

る
の
か
知
り
た
く
て
参
加
し
た
」

と
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
わ
ら
を
組
む
時
に
ず
れ

な
い
よ
う
に
す
る
の
が
難
し
く
手

間
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に

上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。出
来
上
が
っ
た
亀
を
み
て「
上

手
に
で
き
た
。
つ
く
り
方
を
知
っ

た
の
で
冬
の
暇
な
時
に
で
き
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
亀
は

町
民
文
化
祭
に
展
示
し
ま
し
た
。

平成28年度 認定こども園 新規入所児童募集平成28年度 認定こども園 新規入所児童募集

わ
ら
細
工
に
挑
戦
し
ま
し
た
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税　目　名 収入済額 構成比
町 民 税 157,428 33.3
固 定 資 産 税 237,795 50.3
軽 自 動 車 税 31,262 6.6
た ば こ 税 46,029 9.7

合　　　計 472,514 100.0

会　　計 区分 予算額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

国民健康保険事業
（事業勘定）

歳入
2,507,295

980,947 39.1
歳出 1,146,882 45.7

農業集落　
　排水事業

歳入
40,364

2,614 6.5
歳出 19,169 47.5

介護保険事業
歳入

1,599,134
688,638 43.1

歳出 663,738 41.5
漁業集落

排水事業
歳入

21,254
1,385 6.5

歳出 11,752 55.3
国民健康保険事業
（施設勘定）

歳入
170,307

35,241 20.7
歳出 68,990 40.5

特別養護老人ホーム
静和園事業

歳入
351,463

116,332 33.1
歳出 162,047 46.1

後期高齢者
医療事業

歳入
257,522

30,083 11.7
歳出 101,664 39.5

水 道 事 業
（収益的）

収入 376,475 161,274 42.8
支出 283,967 67,311 23.7

土 地 1,755,215㎡
山 林 1,075,329㎡
建 物 130,514㎡
有 価 証 券 2,289千円
出資による権利 89,850千円
基  金 ・  積  立  金 2,239,003千円
自 動 車 な ど 127台

町 債 残 高 11,394,090千円
一 時 借 入 金 残 高 0千円
基金繰替運用残高 1,700,000千円

科 目 名 予算額 収入済額 収入率
町 税 680,813 472,515 69.4
地 方 譲 与 税 69,000 20,548 29.8
利 子 割 交 付 金 1,200 554 46.2
配 当 割 交 付 金 1,400 296 21.1
株式等譲渡所得割交付金 600 0 0.0
地方消費税交付金 117,000 120,797 103.2
自動車取得税交付金 8,000 4,177 52.2
地 方 特 例 交 付 金 915 915 100.0
地 方 交 付 税 4,019,602 2,729,055 67.9
交通安全対策特別交付金 773 361 46.7
分担金及び負担金 1,368 629 46.0
使用料及び手数料 85,945 42,046 48.9
国 庫 支 出 金 754,914 223,865 29.7
県 支 出 金 694,841 150,151 21.6
財 産 収 入 7,491 3,161 42.2
寄 附 金 301 291 96.7
繰 入 金 47,596 0 0.0
繰 越 金 144,861 144,861 100.0
諸 収 入 121,714 34,458 28.3
町 債 1,177,100 0 0.0

合　　　計 7,935,434 3,948,680 49.8

科　目　名 予算額 支出済額 執行率
議 会 費 102,881 54,530 53.0
総 務 費 1,400,451 472,445 33.7
民 生 費 1,245,045 500,683 40.2
衛 生 費 1,170,460 373,809 31.9
労 働 費 9,362 4,599 49.1
農 林 水 産 業 費 687,308 277,099 40.3
商 工 費 122,576 84,057 68.6
土 木 費 876,765 145,865 16.6
消 防 費 529,566 340,462 64.3
教 育 費 652,213 293,736 45.0
災 害 復 旧 費 3,026 0 0.0
公 債 費 1,131,385 609,219 53.8
予 備 費 4,396 0 0.0

合　　　計 7,935,434 3,156,504 39.8

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

　

Ｗ
ｅ
ｂ
製
作
に
必
要
な
基
本
技

術
・
操
作
、
Ｈ
Ｐ
の
製
作
、
最
新

の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
必
須
の
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
な
ど
を
習
得
し
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
の
即

戦
力
と
な
る
た
め
の
技
術
を
習
得

す
る
訓
練
講
座
で
す
。

■�

訓
練
期
間
…
平
成
28
年
２
月
３

日
㈬
～
６
月
２
日
㈭

■�

訓
練
場
所
…
ラ
ソ
・
パ
ソ
コ
ン

教
室（
五
所
川
原
市
姥
萢
字
船

橋
２
３
８

－

３
）

■�

定
員
…
15
人（
応
募
者
が
半
数

に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■�

受
講
料
…
無
料（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
１
２
、０
２
４
円（
税

込
）お
よ
び
資
格
試
験
を
受
験

す
る
場
合
の
受
験
料
は
自
己
負

担
で
す
）

■�

申
込
み
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職

業
訓
練
窓
口
へ
ご
相
談
の
上
、

１
月
７
日
㈭
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

　

�

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
が
利

用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま
で
。

平成27年度上期 中泊町財政状況　（4/1 ～ 9/30）

一 般 会 計
◆ 歳 入

町税の収入済額と構成比

特別会計・公営企業会計

◆ 歳 出

町有財産の状況（一般会計・特別会計）

町債及び一時借入金等の状況（一般会計・特別会計）

求
職
者
支
援
訓
練「
W
e
b

ク
リ
エ
イ
タ
ー
養
成
科
」

ラ
ソ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

問
（
26
）６
８
６
１

☎
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青森県特定（産業別）最低賃金件名 改正内容 時間額（円） 効力発生日（平成27年） 改正前 時間額（円）

鉄鋼業 816

12月21日

800
電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 750 735

各種商品小売業 743 727
自動車小売業 782 766

（参考）
青森県最低賃金 695 10月18日 679

　毎年、雪のシーズンになると除雪機による事故が多発
しています。除雪機を使う際には、使用者の責任におい
て、正しく、安全に作業を行ってください。
⑴�安全装置が正しく作動しない状態では絶対に使用しない。
⑵�除雪機を使用する場合は、周囲に人がいないことを確
認し、人を絶対に近づけさせない。また、不意に人が
近づいた場合には除雪機を直ちに停止できるような状
態で除雪を行う。
⑶�投雪口に詰まった雪を取り除く際には必ずエンジンを
停止し、オーガやブロアの回転が停止したことを確認
してから雪かき棒を使用して雪を取り除く。
⑷�除雪機を使用する際、特に更新時は足元や周囲の障害
物に注意を払い、無理のない速度で使用する。

※詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧になれます。　（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）

　中小企業・小規模事業者などの皆様の、売上拡大・経
営改善・新商品開発・操業・企業・IT・情報化などの経
営上のお悩みについて、各分野のプロフェッショナルが
無料で相談に応じます。
■開催日時…12月25日㈮ 10：00～16：00
※�以降、原則毎月第４金曜日開催 （変更となる可能性も
ありますのでホームページにてご確認ください）
　�なお、相談ご希望の場合は、開催日前日の午前11時
までに事前申込が必要です。
■相談会場…鰺ヶ沢町商工会　会議室
■対 応 者…青森県よろず支援拠点
　　　　　　サブコーディネーター　山田�貴弘
　詳しくは、ホームページをご覧ください。

●自衛官候補生採用試験のお知らせ

●自衛官候補生・一般幹部候補生・予備自衛官補募集に関する説明会開催のお知らせ

　　※どなたでも自由に参加（年齢は問いません）、途中参加・退席は自由です。
　　　説明を聞いた後に、今後の進路をご検討ください。また、その他何でもご相談ください。
　　　申込みは問合せ先に直接連絡でお申込みください。
●自衛隊駐屯地見学のお知らせ
・日時…平成28年１月８日㈮　10時～15時（予定）
・場所…陸上自衛隊　青森駐屯地
・内容…駐屯地内の見学及び自衛隊に関する説明並びに入隊に関する説明
・参加資格…16歳以上26歳以下の人（保護者は同伴可）
・駐屯地までの移動…参加希望者と後ほど直接確認・調整します。また、学生の人はご相談ください。
・申込み…問合せ先に直接連絡でお申込みください。
・受付期間…平成28年１月６日㈬まで（申込者多数の場合は受付を終了します）

試　験　日 応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 場 所
平成28年
１月31日㈰

18歳以上
27歳未満の男性

平成28年
１月22日㈮まで

陸上自衛隊青森駐屯地
または八戸駐屯地

日　　時 場　　所
１月12日㈫ 18時～19時 中泊町役場
１月15日㈮ 18時～19時 中泊町小泊支所

青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ

自衛隊からのお知らせ

問  青森労働局労働基準部賃金室
☎  017－734－4114

問  青森地方協力本部五所川原地域事務所
☎  35－2305

歩行型除雪機の事故を防ごう‼ よろず出張相談会開催のお知らせ
問 除雪機安全協議会 ☎  03－3433－0415
HP http://www.jfmma.or.jp

問 青森県よろず支援拠点事務局 ☎  03－3433－0415
HP http://www.21aomori.or.jp/soudan/yorozu/
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まだ使える衣類なら、ごみに出さないでリサイクルしましょう！
　タンスの中のサイズが合わなくなった洋服、まだまだ着られるけれど、着る人がいなくなって、あげる先もな
いような洋服、もったいないけどごみに出すしかないと思っていませんか？　そのような、まだ使える衣類を回
収して、再利用する取組みが始まっています。町では、古紙回収業者様の協力により、町内の５箇所に回収ボッ
クスを設置し、平成28年１月４日から、３Ｒ運動の観点から衣類も資源ととらえ、まだ使える衣類のボックス
回収を始めます。回収場所や回収する品目、回収場所への出し方については以下のとおりです。
１ 回収ボックス設置場所
　〈中里地域〉　�中泊町役場・中里地区ストックヤード（中里中央公民館前）・中泊町総合文化センターパルナス（正

面入口）　※役場及びパルナスにおいては、開庁時間内の持ち込みとします。
　〈小泊地域〉　小泊地区ストックヤード（旧小泊支所車庫）・下前地区ストックヤード（すくすくしたまえ館裏）
２ 回収ボックスで回収するもの

　※�ただし、濡れている・湿っているもの、着られないような汚れや破れがあるもの、カビが生えているもの、カビ臭
などの匂いがあるものは回収できません。

　※衣類をお出しになる際は回収する品目としない品目をもう一度ご確認ください。
　※手袋・靴下を出す場合は、バラでなく１組で出して下さい。
　※革・金属製のものは回収できません。
　※ボタン・ファスナーはついたままお出し下さい。
　※一度回収した品物はお返しできません。
３ 回収場所への衣類の出し方の注意
　○�洗濯するなどして汚れを落としてください。ただし、クリーニングした後一度も着用していないなど、汚れ
ていないものはそのままで結構です。

　○�ハンガーは回収できませんので外してください。
　○�火災などの不慮の事故を防ぐため、お出しになる前に、ポケットなどの中にライターなどの燃えるものが入
っていないか必ず確認してください。

　○�万が一回収した衣類の中に貴重品が入っていた場合でもお返し出来ませんので、お出しになる前に、ポケッ
トなどの中に貴重品が入っていないか必ず確認してください。

　○�中身が確認できる透明な袋に入れて、中身が汚れないように口をしばってお出しください。（※衣類は折りた
たんで袋に入れて出して下さい。）

　○�できるだけ衣類・布類は分けて、それぞれを別々の袋に入れて出してください。
４ 回収した衣類の再利用について
　�　回収された衣類は、再資源化業者で再利用できるものとそれ以外に選別されます。再利用できるものは、古着とし
て海外などへ流通し、それ以外のものは工業用ウエスなどとして再生利用されます。ご家庭に眠っているまだ使える
衣類は、衣類回収で資源として生まれ変わります。もえるごみの減量にもなりますので、ご協力をお願いします。

■不審電話にご注意！
　�　県内で、「衣類回収を開始したので、不用となった衣類や靴類を自宅まで回収に伺う」というような内容の事例が発
生しているとのことです。町では、このような電話は一切しませんし、自宅まで不用品を回収に伺うこともありませ
んので、ご注意下さい。

分類 回 収 す る も の 回 収 し な い も の

衣
　
類

Ｔシャツ・ポロシャツ・シャツ・ブラウス類・ズボン・
ジーンズ・スカート類・スーツ・ジャケット・礼服・
ワンピース・トレーナー類・セーター類・ジャージ・
和服・浴衣（帯も可）・子供服・パジャマ・コート・
靴下・スキーウェア・防寒着・ダウンジャケット

ストッキング類・作業服・布おむつ・医療用衣類・
制服・雨具（カッパ）・下着・肌着

服飾
雑貨

手袋・ハンカチ・帽子・ネクタイ・スカーフ・マ
フラー

ベルト・靴（ブーツ・スニーカー・サンダル）・ス
リッパ・下駄・雪駄バック・カバン・アクセサリー

布
　
類

シーツ・タオル
毛布・座布団・布団・クッション・枕・ぬいぐるみ・
玄関マット・絨毯カーペット・はぎれ・反物・雑巾・
便座カバー・マットレス・カーテン・手ぬぐい

衣 類 回 収 の お 知 ら せ 問  役場環境整備課衛生係 内  235
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〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　

中
川　
希
世
志 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
〉

　

坂
元　
有
至 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
千
葉
県
市
原
市
〉

　

木
村　
宗
勝 
様

〈
滋
賀
県
草
津
市
〉

　

小
座
本　
雄
軌 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

〈
千
葉
県
市
川
市
〉

　

富
山　
一
成 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
福
岡
県
福
岡
市
〉

　

牧
野　
太
郎 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
国
立
市
〉

　

渡
辺　
尚
文 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
港
区
〉

　

桑
原　
登
輝
男 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
愛
知
県
刈
谷
市
〉

　

野
々
山　
淳 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　

菊
地　
淑
人 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
静
岡
県
静
岡
市
〉

　

富
田　
友
香
理 

様

　

高
田　
義
宣 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
兵
庫
県
神
戸
市
〉

　

松
嶋　
孝
雄 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　

杉
本　
奈
緒
子 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
宮
城
県
仙
台
市
〉

　

珍
田　
政
彦 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
〉

　

坂 　
　
剛 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
豊
島
区
〉

　

佐
藤　
祐
介 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　

高
橋　
智
哉 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

友
人
が
青
森
に
住
ん
で

い
ま
す
。
元
気
な
街
作

り
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
た
ら
嬉
し
い
で
す
！

〈
愛
知
県
尾
張
旭
市
〉

　

服
部　
佳
子 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
港
区
〉

　

稗
嶋　
朋
史 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
福
井
県
福
井
市
〉

　

田
中　
久
幸 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

津
軽
鉄
道
を
応
援
し
て

い
ま
す
！

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　

村
田　
　
実 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
港
区
〉

　

増
井　
嗣
久 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
渋
谷
区
〉

　

杉
山　
太
一 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
目
黒
区
〉

　

古
川　
良
幸 
様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

〈
愛
知
県
豊
田
市
〉

　

米
崎　
広
崇 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
東
京
都
稲
城
市
〉

　

漁　
映
治
郎 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
愛
知
県
長
久
手
市
〉

　

中
野　
大
里 

様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

　

中
塚　
昌
宏 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
埼
玉
県
入
間
郡
〉

　

中
井　
　
悟 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
北
海
道
札
幌
市
〉

　

佐
藤　
千
晴 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

東
北
が
好
き
な
の
で
、

何
回
か
訪
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
津
軽
鉄
道

存
続
の
お
手
伝
い
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

〈
千
葉
県
千
葉
市
〉

　

八
木　
良
樹 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

こ
れ
を
機
会
に
今
度
是

非
観
光
で
伺
い
ま
す
。

〈
東
京
都
目
黒
区
〉

　

高
久　
秀
康 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
大
阪
府
堺
市
〉

　

徳
廣　
良
則 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　

加
藤　
太
郎 

様

　

寄
付
金
額　

3
万
円

　

�

地
方
創
世
の
力
に
な
れ

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　

西
村　
秀
隆 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　

金
子　
亜
耶 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

青
森
行
き
た
い
で
す
。

〈
東
京
都
板
橋
区
〉

　

浅
香　
芳
博 

様

　

寄
付
金
額　

3
万
円

〈
大
阪
府
豊
中
市
〉

　

吉
田　
信
寿 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
大
阪
府
大
阪
市
〉

　

岡
本　
裕
紀 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
杉
並
区
〉

　

金
丸　
良
範 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

　

瀧
本　
昌
宜 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

　

高
島　
秀
夫 

様

　

寄
付
金
額　

3
万
円

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　

片
岡　
　
洋 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
神
奈
川
県
座
間
市
〉

　

堀
江　
太
朗 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
大
阪
府
豊
中
市
〉

　

松
本　
正
洋 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

　

子
育
て
に
使
っ
て
下
さ
い
。

〈
東
京
都
杉
並
区
〉

　

小
林　
佑
昌 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

未
来
の
為
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
。

〈
愛
知
県
知
立
市
〉

　

古
山　
　
豊 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　

中
沢　
幹
捷 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
長
崎
県
長
崎
市
〉

　

土
屋　
健
史 

様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

　

�

東
北
地
方
が
好
き
で
よ

く
旅
行
し
ま
す
。
頑
張

っ
て
ほ
し
い
地
域
で
す
。

〈
東
京
都
葛
飾
区
〉

　

辻
中　
い
ず
み 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

遠
く
て
中
々
行
け
ま
せ

ん
が
、
友
達
も
い
る
の

で
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

〈
福
島
県
い
わ
き
市
〉

　

鈴
木　
淳
也 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
東
京
都
渋
谷
区
〉

　

村
山　
知
我 

様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　

讃
井　
泰
雄 

様

　

寄
付
金
額　

30
万
円

〈
宮
城
県
仙
台
市
〉

　

渋
谷　
和
彦 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
奈
良
県
大
和
高
田
市
〉

　

加
用　
宗
忠 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
東
京
都
千
代
田
区
〉

ふるさと納税 ありがとうございました
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寄
付
金
額　

5
万
円

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　

田
中　
美
香 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
広
島
県
福
山
市
〉

　

掛
谷　
泰
男 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　

前
川　
伸
哉 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
豊
島
区
〉

　

佐
藤　
祐
介 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　

大
越　
博
雄 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
豊
島
区
〉

　

杉
田　
聡
士 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　

小
田　
　
剛 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
茨
城
県
水
戸
市
〉

　

原　
　
芳
史 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　

酒
井　
　
亨 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

地
域
活
性
化
を
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
！

〈
東
京
都
新
宿
区
市
〉

　

堺　
　
知
則 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
江
東
区
〉

　

河
上　
秀
志 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
愛
知
県
豊
田
市
〉

　

中
村　
尚
義 

様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

〈
東
京
都
中
央
区
〉

　

大
寺　
夏
美 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　
�

秋
田
県
出
身
で
す
。
青

森
は
秋
田
よ
り
美
味
し

い
も
の
が
沢
山
あ
っ
て

観
光
も
楽
し
い
で
す
。

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　

森　
　
光
春 
様

　

寄
付
金
額　

3
万
円

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

　

足
立　
耕
太
郎 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
佐
賀
県
鳥
栖
市
〉

　

古
賀　
千
恵 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
大
阪
府
松
原
市
〉

　

吉
永　
幸
広 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
大
阪
府
大
阪
市
〉

　

安
部　
憲
一 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
北
海
道
帯
広
市
〉

　

設
樂　
守
良 

様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

　

�

安
心
安
全
な
農
水
産
物

生
産
者
を
育
成
し
、
支

援
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
東
京
都
八
王
子
市
〉

　

松
葉　
　
敦 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
京
都
府
京
都
市
〉

　

中
西　
明
子 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
青
森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
〉

　

足
立　
貴
子 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
和
歌
山
県
和
歌
山
市
〉

　

大
西　
秀
樹 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
神
奈
川
県
藤
沢
市
〉

　

小
野　
隆
良 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　
�

先
日
の
メ
バ
ル
膳
、
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
こ

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
も

の
を
提
供
し
て
く
れ
る

中
泊
町
を
応
援
し
ま
す
。

〈
東
京
都
渋
谷
区
〉

　

荻
原　
直
紀 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
北
海
道
上
川
郡
〉

　

濱
岡　
隆
一 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

豊
か
な
自
然
を
未
来
に

残
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
兵
庫
県
神
戸
市
〉

　

佐
々
木　
晋
輔 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

地
域
発
展
に
少
し
で
も

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　

小
竹　
三
郎 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
墨
田
区
〉

　

中
田　
竜
一 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
東
京
都
文
京
区
〉

　

渡
谷　
岳
行 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
兵
庫
県
芦
屋
市
〉

　

加
納　
悦
雄 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
神
奈
川
県
綾
瀬
市
〉

　

根
岸　
俊
二 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

妻
が
五
所
川
原
市
出
身

で
度
々
訪
れ
て
い
ま
す
。

貴
町
の
ご
発
展
を
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

〈
滋
賀
県
草
津
市
〉

　

山
﨑　
亮
輔 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　

新
福　
梨
紗 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
町
田
市
〉

　

宮
田　
一
成 
様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

魅
力
的
な
特
産
品
今
後

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

〈
千
葉
県
印
西
市
〉

　

日
比　
重
仁 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

　

齋
藤　
　
隆 

様

　

寄
付
金
額　

30
万
円

〈
滋
賀
県
大
津
市
〉

　

伊
藤　
博
正 

様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

〈
愛
媛
県
新
居
浜
市
〉

　

鷲
見　
信
清 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
千
葉
県
印
旛
郡
〉

　

高
村　
昌
寿 

様

　

寄
付
金
額　

5
万
円

〈
北
海
道
苫
小
牧
市
〉

　

森
永　
一
生 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　

植
野　
禎
仁 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
愛
知
県
安
城
市
〉

　

山
下　
秀
司 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　

森
島　
靖
明 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

　

浜
野　
絢
也 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　

中
田　
智
大 

様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

〈
東
京
都
町
田
市
〉

　

今
井　
麻
子 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

日
本
を
育
て
る
の
は
日

本
人
の
役
目
。
素
敵
な

も
の
が
続
く
よ
う
に
消

費
者
が
日
本
産
を
選
ぶ

こ
と
も
大
事
。
農
家
さ

ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
東
京
都
国
分
寺
市
〉

　

後
藤　
雄
登 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
埼
玉
県
蕨
市
〉

　
中
山　
順
今 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
静
岡
県
浜
松
市
〉

　

星
野　
裕
信 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

　

�

頑
張
っ
て
中
泊
町
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

〈
大
阪
府
大
阪
市
〉

　

若
林　
祐
智 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

〈
大
阪
府
大
阪
市
〉

　

村
川　
浩
一 

様

　

寄
付
金
額　

15
万
円

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　

萩
原　
裕
樹 

様

　

寄
付
金
額　

1
万
円

ふるさと納税 ありがとうございました
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図書 館情 報静和園だより

○ テーマ「年末応援大特集」
　�おせちに、掃除に、年賀状！この時期大忙しな
皆様にぴったりの本を集めました。

『スーツケースの半分は』� 近藤　史恵　祥 伝 社
『闘う君の歌を』� �中山　七里　朝日新聞出版
『喉の奥なら傷ついてもばれない』� 宮木あや子　講 談 社
『陽気なギャングは三つ数えろ』� 伊坂幸太郎　祥 伝 社
『鍵の掛かった男』� 有栖川有栖　幻 冬 舎

『子どもが喜ぶ食物アレルギー安心レシピ』
� 千葉　友幸　家の光協会
『思わず笑顔になる101の魔法のことば』
� 中山　庸子　主婦の友社
『離乳食＆幼児食ガイドBOOK』�太田百合子　ベネッセ
『「子どもにどう言えばいいか」わからない時に読む本』
� 諸富　祥彦　青春出版社
『子どものうつがわかる本』� 下山　晴彦　主婦の友社

なんでも行政相談
日　時…12月15日㈫ 午前９時～12時
場　所…中央公民館
行政相談委員…秋�元�武�弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・

要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中　里　地　域

12月2㆕日　古　川　節　子、　塚　本　初　子

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～正午　　

・小泊婦人会　11月５日㈭、静和園の11月の誕生
者を祝う集いに、小泊婦人会の皆様がお祝いに駆け
つけました。爽やかな晴天のもと、共済音頭をはじ
め全９演目を披露し、入所者の方もご家族の方も大
変喜んでおりました。

・薄市こども園　11月19日㈭、薄市こども園の
26人の園児が来園しました。浴衣姿で踊る女児の
可愛らしさ、袴姿で踊る男児の凛々しさを見ては終
始目を細めていました。園児と握手をし、触れ合う
お年寄りの笑顔は普段とはまた違う雰囲気で、満足
そうにほほえんでいました。

　宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託
事業収入を財源として実施しているコミュニティ助
成事業を利用し、申請のあった中泊活ハマクラブに
屋外イベント用テント５張、テーブル25脚の購入
費用を助成しました。今後はまつりやイベントなど
の活動に役立てられます。

・ 小泊婦人会 ………………箱ティッシュ１ケース

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

今月のおすすめ [子育て応援]

慰　
問

宝くじの助成金で整備

寄
贈
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火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

◆ 

秋
の
企
画
展
﹁
旅
人
た
ち
が
見
た

﹃
奥
津
軽
﹄﹂
開
催
中
‼

日
時
…
㆒㆓
月
㆓₀
日
㈰
ま
で
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
㆕⓹
分
／
休
館
日
…
毎

週
月
曜
・
第
４
木
曜
・
祝
日
／
入
館

料
…
通
常
料
金（
一
般
㆓₀₀
円
、
高
校
・

学
生
㆒₀₀
円
、
小
・
中
学
生
⓹₀
円
）

　

秋
の
企
画
展
開
幕
の
前
日
、プ
レ
・

イ
ベ
ン
ト「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
」

（
観
光
カ
リ
ス
マ
角
田
塾
主
催
）が
開

催
さ
れ
、
熱
心
な
郷
土
史
フ
ァ
ン
が

学
芸
員
の
解
説
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

◆
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
開
催
‼

　

㆒₀
月
㆒柒
日
㈯
図
書
館
主
催
の
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
「
奥
つ
が
る
お
は
な
し
食

堂
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ル
ナ

ス
各
所
に
設
け
ら
れ
た
お
店
毎
に
異

な
っ
た
読
み
聞
か
せ
を
行
う
と
い
う

方
式
で
す
が
、
博
物
館
に
も
「
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ペ
ン
ペ
ン
」
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
約
１
０
０
人
の
参
加

者
は
、
店
主
の
講
師
や
高
校
生
に
よ

る
不
思
議
な
物
語
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
大
会
出
展
‼

　

㆒㆒
月
㆒⓼
日
㈬
青
森
県
総
合
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
に
て
「
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各

地
区
の
学
校
の
取
組
み
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
は
、
学
校
・
地
域
・
家

庭
が
連
繋
し
つ
つ
体
験
学
習
な
ど
を

行
い
、
子
供
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

を
育
む
と
い
う
も
の
。

　

今
大
会
で
は
、
そ
れ
ら
の
教
育
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
る
県
内
企
業
・

団
体
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
博
物
館
も
出
展
し
、
出
前

授
業
・
職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
で
建
物
火

災
に
よ
る
焼
死
者
が
多
く
発
生
し

て
い
る
事
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
す
る
と
大
事
な
命
や

財
産
が
失
わ
れ
ま
す
。

　

安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め

に
、
次
の
物
の
取
扱
い
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

【
天
ぷ
ら
鍋︵
コ
ン
ロ
︶の
原
因
︼

「
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
か
ら
…
…
」、

「
こ
の
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
な

ど
と
自
分
に
都
合
よ
く
判
断
す
る
。

☆�

対
策
…
炊
事
の
と
き
、
そ
の
場

を
離
れ
る
場
合
は
必
ず
火
を
消

す
こ
と
。
ま
た
、
火
を
小
さ
く

す
る
だ
け
で
は
火
事
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
た
ば
こ
・
ラ
イ
タ
ー
の
原
因
︼

　

投
げ
捨
て
、
灰
皿
か
ら
の
落
下
、

消
し
た
は
ず
の
た
ば
こ
が
再
燃
な

ど
。

☆�

対
策
…
寝
た
ば
こ
や
投
げ
捨
て

は
し
な
い
。
喫
煙
場
所
を
設
け
、

灰
皿
に
水
を
い
れ
て
お
く
。
吸

い
か
け
の
た
ば
こ
を
置
い
て
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。
ラ
イ
タ
ー

や
マ
ッ
チ
な
ど
の
火
源
と
な
る

物
を
子
供
の
手
の
届
く
と
こ
ろ

に
置
か
な
い
。

【
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
原
因
︼

　

洗
濯
物
な
ど
の
接
触
・
落
下
。

ス
ト
ー
ブ
の
間
違
っ
た
使
用
方
法

な
ど
。

☆�

対
策
…
ス
ト
ー
ブ
の
付
近
に
家

具
や
衣
類
な
ど
を
置
か
な
い
こ

と
。
給
油
す
る
際
は
、
完
全
に

火
が
消
え
た
こ
と
を
確
認
し
行

う
こ
と
。

に
置
か
な
い
。

火
気
の
取
扱
い
に
注
意

VOL.51

︻
☎
6⓽－

１
１
１
１
︼

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－
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①
ス
プ
レ
ー
を
し
て
仕
上
げ
み
が
き
を

す
る　

②
か
わ
い
い
笑
顔
で
み
ん
な
に

優
し
く
し
て
く
れ
る
事

①
毎
日
仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
い
る

②
と
に
か
く
元
気
で
へ
こ
た
れ
な
い

①
仕
上
げ
み
が
き

②
素
直
な
所

①
夜
の
仕
上
げ
み
が
き
を
わ
す
れ
な
い

こ
と　

②
元
気
い
っ
ぱ
い
な
と
こ
ろ

①
あ
ま
い
も
の
を
あ
ま
り
た
べ
さ
せ
な

い　

②
そ
う
ぞ
う
力
が
ゆ
た
か

①
仕
上
げ
み
が
き
を
必
ず
す
る
。

②
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
。
元
気
で
素
直
‼

①
甘
い
物
を
ひ
か
え
て
い
る

②
好
き
き
ら
い
な
く
、
な
ん
で
も
食
べ
る

　

町
で
は
、
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止

と
地
域
の
禁
煙
・
分
煙
推
進
を
目
的

に
、「
防
煙
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
、
吸
い
始
め
の
年
齢
が

若
い
ほ
ど
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
に
な

り
や
す
く
、
が
ん
な
ど
に
も
な
り
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

に
タ
バ
コ
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
い
、

将
来
タ
バ
コ
と
ど
う
向
き
合
っ
た
ら

い
い
か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

防
煙
教
室
感
想
文︵
小
学
６
年
︶

　

た
ば
こ
に
つ
い
て
、
吸
っ
て
い
る

本
人
も
周
り
に
も
害
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
か
ら
、
大
人
に
な
っ
た
ら
吸

わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
た
ば

こ
の
け
む
り
を
吸
い
す
ぎ
た
り
す
る

と
、
赤
ち
ゃ
ん
と
か
の
体
重
が
増
え

な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
、
い
や
だ
と

思
い
ま
し
た
。
外
国
の
た
ば
こ
の
箱

の
絵
を
見
て
足
が
く
さ
っ
て
切
断
し

た
り
し
て
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま

し
た
。
日
本
で
は
青
森
県
が
た
ば
こ

を
吸
っ
て
い
る
人
が
多
い
か
ら
そ
れ

を
改
善
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
に
た
ば
こ

は
ど
の
よ
う
な
害
が
あ
る
か
教
え
て

あ
げ
た
い
で
す
。「
足
が
な
く
な
っ

た
り
、
周
り
に
め
い
わ
く
が
か
か
っ

て
い
る
よ
。」
と
教
え
た
い
で
す
。

　

映
像
で
見
た
「
大
人
に
な
っ
て
も

け
ん
こ
う
な
体
、
心
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
た
ば
こ
は
吸
っ
て
は
い
け
な

い
、
夢
に
向
か
っ
て
健
康
な
体
で
」

と
い
う
言
葉
を
心
に
お
さ
め
て
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
「
体
に
悪
い
」
と
わ
か
っ
て
い
る

が
、
な
か
な
か
禁
煙
に
踏
み
き
れ
な

い
と
健
診
で
答
え
る
人
が
多
数
い
ま

す
。
禁
煙
の
大
き
な
壁
に
な
る
「
ニ

コ
チ
ン
中
毒
」。
ニ
コ
チ
ン
は
肺
か

ら
血
中
に
入
り
脳
に
到
り
、
本
来
働

く
べ
き
神
経
伝
達
物
質
に
代
わ
り
刺

激
を
与
え
快
感
と
し
て
伝
わ
り
ま
す
。

こ
れ
を
繰
り
返
す
と
ニ
コ
チ
ン
が
な
い

と
神
経
が
正
常
に
働
か
な
く
な
り
、

イ
ラ
イ
ラ
や
集
中
力
低
下
な
ど
の
離

脱
症
状
を
招
き
、
そ
れ
を
解
消
す
る

た
め
に
ま
た
た
ば
こ
を
吸
う
…
。
ニ

コ
チ
ン
に
は
麻
薬
と
同
じ
強
い
中
毒

性
が
あ
り
、
心
理
的
依
存
と
身
体
的

依
存
に
陥
っ
て
い
る
の
で
す
。

＊ 

禁
煙
治
療
や
禁
煙
補
助
剤
の

活
用
で
乗
り
切
ろ
う

　

禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、「
ニ

コ
チ
ン
依
存
」
に
い
か
に
対
処
す
る

か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
病
院
で
の
禁

煙
治
療
を
活
用
し
た
り
、
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
な
ど
の
禁

煙
補
助
剤
を
取
り
入
れ
て
み
る
こ
と

も
ス
ト
レ
ス
緩
和
剤
と
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
若
者
の
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

詳
し
く
は
「
青
森
県
禁
煙
サ

ポ
ー
ト
」
で
検
索
す
る
か
、
青
森
県

が
ん
・
生
活
習
慣
病
対
策
課
〈
℡
０

１
７（
７
３
４
）９
２
１
２
〉
ま
で
。

中里 ☎（⓹柒）3920
小泊 ☎（6㆕）3748

宮越暖
はると

人ちゃん
（尾　別）

太田翔
と

湧
わ

ちゃん
（花丘町）

須藤龍
りゅうせい

生ちゃん
（八　幡）

荒関　悟
さとる

ちゃん
（若葉町）

長谷川楓
ふう

峨
が

ちゃん
（温泉町）

小山内悠
ゆう

真
ま

ちゃん
（今泉上）

宮本凜
りん

太
た

郎
ろう

ちゃん
（宮野沢）

３
歳
児
健
診
に
て（
１１
月
５
日
）

※�

今
回
の
３
歳
児
健
診
で
、
虫
歯
の

な
い
子
は
❶⓪
人
中
７
人
で
し
た
。

大
切
な
家
族
の
た
め
に

た
ば
こ
を
考
え
ま
せ
ん
か

た
ば
こ
を
や
め
た
い
け

ど
、
や
め
ら
れ
な
い
…

鈴木里菜さん（武田小）

葛西玲さん
（薄市小）

宮腰寧々さん
（武田小）

鈴木美憂さん
（中里小）

《最優秀賞》

《
優
秀
賞
》

《優秀賞》

《優秀賞》

防煙・禁煙・分煙推進ポスター

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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敦　

賀　

利　

光 

柒㆕ 

（
今
泉
下
）

藤　

本　

曻　

治 

柒⓼ 

（
上
豊
岡
）

小　

寺　

タ　

キ 

⓽₀ 

（
薄
市
上
）

加
賀
田　

ト
シ
ヱ 

⓽₀ 

（
豊　

島
）

下　

山　
　
　

満 

㆕㆕ 

（
薄
市
下
）

黒　

川　

重　

春 

柒叅 

（
五　

林
）

森　

山　

茂　

保 

柒⓼ 

（
富　

野
）

青　

山　

フ
ミ
ヱ 

⓼₀ 

（
今
泉
下
）

竹　

内　

マ
ツ
ヱ 

⓼柒 

（
下
豊
岡
）

青　

山　

ヨ　

シ 

⓽叅 

（
今
泉
下
）

福　

士　

勇　

一 

⓺⓼ 

（
薄
市
下
）

小　

寺　

柾　

雄 

柒㆒ 

（
薄
市
下
）

佐　

藤　

ミ　

セ 

⓽⓹ 

（
下
前
中
）

成　

田　

成　

子 

柒柒 

（
下
前
中
）

山　

崎　

精
三
郎 

⓼㆒ 

（
花
丘
町
）

柏　

崎　

留　

藏 

⓽₀ 

（
下
前
中
）

橋　

本　

久　

雄 

⓼㆕ 

（
入　

舟
）

永　

坂　

公　

義 

⓹⓽ 

（
温
泉
町
）

16 水

17 木 乳児健診（中里保健センター）

18 金

19 土

20 日 11：30～ 静和園クリスマス会

21 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

22 火

23 水 子ども会クリスマス会

24 木

25 金 ９：00～ 門松づくリ体験講座（中央公民館）

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

12　月

1 金 ８：30～ 元旦マラソン

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）

7 木 12：15～ 3歳児健診（中里保健センター）

8 金

9 土 10：00～
宝の森広場特設会場（Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター隣）

10 日

11 月

12 火

13 水 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）

14 木

15 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

1　月

加
藤　

巳み

瑚こ 

（
女
・
久
登
） 

派
立
中

田
中
鋼こ
う

太た

郎ろ
う 

（
男
・ 

洋 

） 

富　

野

伊
藤　

妃ひ

珠じ
ゅ 

（
女
・
和
樹
） 

下
高
根

　

久　

野　
　
　

知 

（
神
奈
川
県
）

　

木　

村　
　
　

要 

（
上
高
根
）

　

鴫　

原　

和　

重 

（
福
島
県
）

　

山　

谷　

春　

菜 

（
薄
市
上
）

　

丹　

藤　

功　

二 

（
弘
前
市
）

　

菊　

池　

裕　

美 

（
深
郷
田
上
）

　

松　

川　

龍　

賀 

（
宮
城
県
）

　

松　

江　

由
紀
子 

（
深
郷
田
上
）

　

津　

川　

勇　

太 

（
青
森
市
）

　

敦　

賀　

桃　

子 

（
今
泉
下
）

　

小　

野　

真　

司 

（
派
立
上
）

　

五
十
嵐　

温　

美 

（
北
海
道
）

　

須　

藤　
　
　

格 

（
青
森
市
）

　

青　

山　

麻
衣
子 

（
今
泉
下
）

　

柏　

崎　

健　

太 

（
温
泉
町
）

　

阿　

部　

梨　

奈 

（
弘
前
市
）

（
㆒₀
月
届
出
分
）

10月末現在（前月比）

人　口 11,960人（－㆒⓼）
　男　 5,649人（－㆒㆒）
　女　 6,311人（－７）
世帯数 5,168（－５）
出生　３  ／  死亡　㆓₀
転入　㆓㆒  ／  転出　㆓㆓

人のうごき

（（（（（（（（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



　竜泊ラインの冬季閉鎖に合わせ休業する道の駅ポ
ントマリで11月３日㈫、なかどまりスルメイカ秋
の味覚まつりが開催されました。快晴となったこの
日は、約500人が来場し、格安での活ダコかまゆで
販売や、のしイカ体験、ホタテの網焼き、イカのお
好み焼きとホッケのつみれ汁の振る舞いなどを楽し
みました。
　開会式では、小野町長から「今年もたくさんの人
が道の駅を訪れてくれました。今日も様々なイベン
トがあります。最後まで楽しんでいってください」
と挨拶しました。また、町イメージキャラクターの
米ケルが応援に駆け付けダンスを披露、その後のじ
ゃんけん大会では、参加者と真剣勝負を行い会場を
盛り上げました。

　111日目で年間目標の１万食を達成した当町の
新・ご当地グルメ「メバル膳」をよりPRしようと、
中泊メバル料理推進協議会は本物とそっくりの食品
サンプルを作成しました。
　これまでチラシなどでPRしていましたが、「これ
だけだとわからない。実物をみたい」という声があ
りました。そのため、メバル膳の魅力を一目で伝え
られるようにと作ったサンプルは、本物と比べても
見分けがつかないほどに精巧に作られています。
　サンプルは２セット作られ、役場本庁の入口に１
セット設置し、もう１セットは町内外のイベントで
活用するそうです。

最終日もにぎわう 道の駅で秋の味覚まつり

本物そっくりのサンプル

振る舞いに舌鼓

ジャン‼ ケン‼ ポン‼

広
報 

な
か
ど
ま
り 

12
月
号

発
行
／
青
森
県
北
津
軽
郡
中
泊
町　

中
泊
町
役
場　

編
集
／
総
務
課　

☎
０
１
７
３（
57
）２
１
１
１ 
内
線
１
６
２ http://w

w
w
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本物そっくりでPR メバル膳のサンプルを作成
今月の

イチ押し


